
(別紙)新たな整備手法のアイデア及びモデル市町村の募集の概要

○当該募集を通じた新たな整備手法の構築のイメージ

○提案いただくにあたってのポイント

・人口減少等の社会情勢の変化に柔軟に対応できるもの

（例）耐用年数の短い簡易な施設、転用可能な施設

・コスト縮減・事業期間短縮につながるもの

（例）地域の条件によっては活用可能な安価な材料や施工技術、

安価な維持管理を可能とする新たな技術

○募集スケジュール

・応募受付開始 ：平成１８年９月１３日

・応募受付締切 ：平成１８年１０月６日（消印有効）

・モデル市町村選考・発表：平成１８年１０月中予定

○その他詳細につきましては、国土交通省下水道部ホームページ

を参照下さい（http://www.mlit.go.jp/crd/city/sewerage/）

既存のマニュアル等にとらわれない、新たな考え方に基づく整備手法を開発

新たな整備手法のアイデアの募集

認定整備手法を用いた計画・設計・施工

・モデル市町村は、検討対象となる地域内の計画、
管きょ又は下水処理場について、認定整備手法
に沿って設計を行い、工事を実施

整備手法の評価

・設計が終了した段階または工事が完了し供用さ
れた段階において、国交省、土研、モデル市町
村が共同で、委員会の意見を聴いた上で評価を
実施

・従来の計画・設計・施工の手法を見直し、新たな
手法を用いて、下水道未普及の早期解消に向け
て積極的に事業を実施しようという意欲を有する
市町村からアイデアを募集

整備手法の認定及びモデル市町村の選定

・提案された整備手法について、下水道未普及解消検討
委員会（仮称）の意見を聴いた上で、国交省及び土研が
検討対象とする新たな整備手法として認定

・認定整備手法を実際の事業に試行的に導入し、その評
価を実施する市町村をモデル市町村として選定

－ 新たな整備手法の例 －

・耐用年数の短い簡易な施設
・転用可能な施設
・地域の条件によっては活用可能な安価な
材料や施工技術

・安価な維持管理を可能とする新たな技術

実効性や効果が見込まれるもので、
評価を要しないと判断されるものにつ
いては、速やかに実整備に適用。
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